
保育・教育内容 子ども理解 福祉・子育て

#REF!

入　学

後

期

1

年
前

期

2

年

後

期

教育保育科第一部　カリキュラムマップ

基礎科目

・

その他科目

学校独自科目 教育・保育実践

卒　業

学校の授業で学んだ理論や知識を、幼稚園・保育園等の現場に臨んで実

際に子どもと関わることで体験的に実証、理解するとともに、専門職と

しての自覚と態度を身に付けます。

CP

教職・保育実践演習

※ ジュニアスポーツ指導員資格、社会福祉主事任用資格の取得については別途課程履修が必要となります。

建学の精神「報恩感謝」を戴し,確かな専門知識、技能、実践力を身に付けた幼稚園教員、保育士、保育教諭の養成を目的とすることから、教育職員免許法（同施行規則）、児童福祉法（同施行令、同施行

規則）の定めによる教科目及び本校独自の教科目、基礎科目、その他の科目の枠組みによって構成する。授業科目は、学習成果を得られるよう「理論的基礎を踏まえた実践的な授業と教育内容にそった実

習との往還」を柱として、原則として専門基礎力から実践応用力へ、体系的な編成を行い、学生が効果的に学習できるように設定する。

AP

教 育 実 習
日本国憲法(法学)

人権と保育

体育実技

英会話

体育講義

情報処理演習

仏教と人生

地域福祉

レクレーション活動

ことばとコミュニケーション

介護概論Ⅰ

特

別

教

育

活

動

 

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

具体的な保育場面を想定して、保育に必要な技術の向上をめざします。2年

次は、特修Ⅱ（ゼミナール）のうち音楽・図工・体育のいずれかを専修す

ることで得意分野を持った保育者をめざします。

またインターンシップでは職業人としての自覚を育てます。

ピ

ア

ノ

演

奏

ゼ ミ ナ ー ル（選択）

特修Ⅱ

保育音楽演習

絵画造形演習

幼児体育・スポーツ演習

音楽表現演習

身体表現の基礎

演 習

体育あそび演習

演 習

保育内容「 言葉」の指導法

保育内容「 環境」の指導法

保育内容 「健康」の指導法

保育内容 「表現」の指導法

保育内容 「人間関係」の指導法

保育内容総論

幼児と健康

幼児と表現

幼児と環境

幼児と人間関係

指 導 法領 域 論

教育制度論

教育保育の方法と技術

現代社会における福祉や子育て

支援について理解を深め、保育

者としての心構えを養います。

子ども家庭支援論

子ども家庭福祉

社会福祉Ⅰ

社会的養護Ⅰ

子ども家庭支援の心理学

社会的養護Ⅱ

子育て支援
絵画造形の基礎

製作あそび演習

音楽の基礎
幼児と言葉

保育者論

特別支援教育概論

保育カリキュラム論

基 礎

特修Ⅰ(幼児体育・スポーツ演

発達心理学

教育原理

保育原理

保育実習Ⅰ（保育所：導入）

事前指導

実習事後指導

保育実習Ⅱ（保育所：基礎総合）

事前指導

事後指導

事前指導

保育実習Ⅰ（福祉施設）

事後指導

保 育 実 習

教育実習（幼稚園：基礎・総合）

事後指導

事前指導

教育実習（幼稚園：導入）

事前指導

事後指導

【教育の基礎的理解】

教育・保育の基本的理論を学び、

保育者としての確かな基礎力を

身に付けます。

【保育内容の指導法】

具体的な保育場面を想定した保

育の構想、指導方法を身に付け

ます。

幼児の生活や学びの実態につい

ての理解を深め、幼児の成長・

発達を支援するための基礎的知

識を身に付けます。

子どもの保健

乳児保育Ⅱ

乳児保育Ⅰ

子どもの食と栄養

子どもの健康と安全

幼児理解

教育相談とカウンセリング

DP1 教養・倫理観
1 人権意識

2 職業人意識 DP2     問題解決能力
1 思考力・判断力

2 コミュニケーション力
DP3 専門基礎力

1 専門知識・技能の修得、理解

2 専門知識・技能の強化・発展

3 得意分野を持ち、職場での役割分担ができる。

DP4 実践力・応用力
1 専門知識・技能の活用

2 社会貢献

1 本校所定の単位を修得できる学力・体力を有し、一定の学習能力 を持つ者                3 社会の一員として自他を尊び、協働精神を持つ者 5 自己を表現し、他者の表現への感受性と理解力を持つ者

2 本校での学習目標が明確で、目標に向かって意欲を持つ者                  4 社会の諸事情に対する関心と感性を持つ者
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保育・教育内容 子ども理解 福祉・子育て

自然と人間

入　学

後

期

1

年
前

期

３

年

後

期

前

期

2

年

後

期

教育保育科第二部　カリキュラムマップ

基礎科目

・

その他科目

教育・保育実践

卒　業

学校独自科目

AP
1 本校所定の単位を修得できる学力・体力を有し、一定の学習能力 を持つ者                3 社会の一員として自他を尊び、協働精神を持つ者 5 自己を表現し、他者の表現への感受性と理解力を持つ者

2 本校での学習目標が明確で、目標に向かって意欲を持つ者                  4 社会の諸事情に対する関心と感性を持つ者

DP3 専門基礎力

1 専門知識・技能の修得、理解

2 専門知識・技能の強化・発展

3 得意分野を持ち、職場での役割分担ができる。

CP

教職・保育実践演習

建学の精神「報恩感謝」を戴し,確かな専門知識、技能、実践力を身に付けた幼稚園教員、保育士、保育教諭の養成を目的とすることから、教育職員免許法（同施行規則）、児童福祉法（同施行令、同施行規則）の定めによる教科目及び本校独自の教科目、基礎科目、その他の科

目の枠組みによって構成する。授業科目は、学習成果を得られるよう「理論的基礎を踏まえた実践的な授業と教育内容にそった実習との往還」を柱として、原則として専門基礎力から実践応用力へ、体系的な編成を行い、学生が効果的に学習できるように設定する。

教育実習（幼稚園：導入）

事前指導

事後指導

教育実習（幼稚園：総合）

事前指導

事後指導

教育実習（幼稚園：基礎）

事前指導

事後指導

教 育 実 習 保育実習Ⅰ（福祉施設）

事後指導

事後指導

保育実習Ⅱ（保育所：総合）

事後指導

事後指導

保育実習Ⅰ（保育所：基礎）

事前指導

事後指導

保育実習Ⅰ（保育所：導入）

事前指導

事後指導

保 育 実 習

日本国憲法(法学)

人権と保育

体育実技

英会話

体育講義

情報処理演習

仏教と人生

ことばとコミュニケーション

レクレーション活動

具体的な保育場面を想定して、保育に必要な技術の向上をめざしま

す。3年次は、幼児音楽について専修し、得意分野を持った保育者を

めざします。

身体表現の基礎

体育あそび演習

絵画造形の基礎

基 礎

製作あそび演習

ピ

ア

ノ

演

奏

保育音楽演習

音楽表現演習

幼児音楽

音楽の基礎

演 習

【教育の基礎的理解】

教育・保育の基本的理論を学び、保

育者としてとしての確かな基礎力を

身に付けます。

教育制度論

教育保育の方法と技術

現代社会における福祉や子育て支援

について理解を深め、保育者の心構

えを養います。

社会福祉

子ども家庭福祉

子ども家庭支援論

子育て支援

子ども家庭支援の心理学

保育内容総論

保育内容 「言葉」の指導法

保育内容 「表現」の指導法

保育内容 「健康」の指導法幼児と健康

幼児と表現

幼児と言葉

特別支援教育概論
社会的養護Ⅰ

領 域 論 指 導 法

保育原理

保育カリキュラム論

発達心理学

教育原理

保育者論

保育内容 「人間関係」の指導法幼児と人間関係

社会的養護Ⅱ

保育内容「 環境」の指導法幼児と環境

DP1 教養・倫理観
1 人権意識

2 職業人意識

【保育内容の指導法】

具体的な保育場面を想定した保育の構

想、指導方法を身に付けます。

幼児の生活や学びの実態についての理

解を深め、幼児の成長・発達を支援す

るための基礎的知識を身に付けます。

幼児理解

乳児保育Ⅱ

教育相談とカウンセリング

乳児保育Ⅰ

子どもの健康と安全

子どもの保健

子どもの食と栄養

学校の授業で学んだ理論や知識を、幼稚園・保育園等の現場に臨んで実際に子ど

もと関わることで体験的に実証、理解するとともに、専門職としての自覚と態度

を身に付けます。

DP2     問題解決能力
1 思考力・判断力

2 コミュニケーション力
DP4 実践力・応用力

1 専門知識・技能の活用

2 社会貢献
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